
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

日本産鳥羽蛾科の研究 : (I) Pselnophorus 及び
Sphenarches の二屬に就いて

堀, 浩
九州帝國大学農學部昆蟲學教室

https://doi.org/10.15017/20812

出版情報：九州帝國大學農學部學藝雜誌. 4 (3), pp.254-266, 1931-04. 九州帝國大學農學部
バージョン：
権利関係：



日 本 産 鳥 勿 蛾 科 の 研 究

(I)  Pselnophorrrs及び Splienar  ches の二属 に就い て

堀 浩

(第九・第十圖版附)

(昭和六年三月一日受領)

本邦産鳥初蛾科 の二贋 及び の分類學的研究

の結果に就いて述べん とす。侮叉同研究中本邦に於て最 も普通なる,且つ 農業上の害蟲 とし

て知 られたるフジマメ トリバに対 し從來用ひられたる學名は,フ キ トリバこの學名 三して採用

すべ きものにして,フ ジマメ トリバは分布顧域非常 に廣き と同

定すべ きものなることを認め得ぜるを以て併せて数に報告せんとす、,

本文を草するに當 り,貴 重なる標本を寄與せ られたる汀崎敦授並に,長 久男,藤 野政雄,

橋本十郎,隼 瀬正直,栗 崎眞澄,松 尾鎚信,中 原孫占,竹 内吉藏,武 谷 直,安 松京三の

諸氏に勤 し深厚なる謝意を表す。 叉著者が 本研究逡行中懇篤なる指導 並に援助を賜はのた

る,理 學博士江崎教授 に勤 し深謝す。

Pterophoridae  Pselno/horus Sthenarches

Stheuarches u l f er ZELLER

フキ ト リバ属(新 稔)

 Psel11ofihi9r7ts WAI.L .NGREN.

PseltroMorns W'ALLENGREN, Ent. Tidsk., ii," p. 96 (1881). (Haplotype: brachydacfyltts 

T R I?ri'SC1 I RE ) . 

M1_vRICI:. Handbook, p. 437 (1895). 

H bFMANN, Deutsch. Pteroph., p. 154 (1895). 

11EvRICK. Trans. Ent. Soc. Lond., 1907, p. 49I (1908). 

  Id., Gen. Ins., C, p. 14 (1910). 

  Id., WAGNER'S Lep. Cat., pars 17, p. 20 (1913). 

NonURA, Ent. Mag. (Kyoto), vol. iii, pt. 2, p. 75 (1917). 

BARNES & LINnsEY, Contr., iv, p. 361 (1921). 

MEYRICK, Revised Handbook, p. 455 (1927). 

Gyfisochares . MEYRICx, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 488 (1890). (Hoplotype: bafitodactyla 

ZELLER) , 

Tui'r, Ent. Rec., xvii, p. 36 (1905). 

I) MEYRICK, BARNES & LINDSEY ag)sと ・ぜ るに誤 植 な る・《ξしo
 « Ent . Tidsk.  1  I."



Crasimetis MEYRICK, Trans. Ent. Soc. Lond., p.  489 (1890). (Logotype: brachydactyla 

TRI?I1:SCHKR). 

Ttrrr, Ent. Rec., xvii, p. 36 (1905).

特徴 前 頭には毛 塊な く,単 眼 を欠 き,下 唇髪 は中庸 にして 多少上向 し,第 二節 は粗 に

鱗 を被 り,末 節尖 る。 脛節距根 は時 に鱗 にτ太 まる,後 脛節 の距 は略等長G前 翅 は二分 し

約五分 の三 の処 にて分 る。(は 殆ん と中央 より分 るとなせと略 本 邦産 は然 らず。)

IIは1Vと 同虜 より発 するか又はIVよ り出づ。IIiはIVよb出 づ。V,VI甚 だ 短 く,

VIIIはVIIよ り出つ るか之を鉄 く,IX峡 く,XはVIIよ り出つ るか又 は同虜 よ り出

で,XIはVIIよ り出つ るか又 は分離 す。

後翅 は三分 し,第 三枝 の後繊 の縁毛中 に黒鱗 な し。IIは 室(り 轟の処 よ り起 る。III峡

く,V,VI甚 だ 短 く,VIIは 翅 端に至 るb

本 邦には二'種を産 すG

MEYRICK

フ キ ト リ バ2》 (Tab. 9, figs. 3, 4, Tab. 10,  f/igs. 1, 2)

Pselnop/orus vilis (BUTLER).

Aciptilus vilis 13U'rw_ER, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 594 ( 1881). 

.11ucita (Aziptilia) vilis MATSUMURA, Cat. Ins. Jap I, p. 221 (1905). 

Pselnophorus vilis MEvxicx, Trans. Ent. Soc. Lond.. 1907, p. 492 (1908). 

Id , Gen. Ins., C, p. 14 (1910). 

  Id., WAGNER'S Lep. Cat., pars 17, p. 21 (1913). 

NOIHRA, Ent. Mag-..(Kyoto), vol. ii,• Pt. 1, p. 38 (1916). 

  Id., Ent. Mag. (Kyoto), vol. Ili, Pt. 2, p. 75, fig. vii (1917). 

  Gen. sp. TAKAHASHI, Sosai Gaich0 Kakuron, p. 241, figs. 141, 142 (1928). 

i^-refastis-----sp. YAN“, Hakubutsu no Tomo, Tokyo, x, p. 15 (1910). 

Gen.? 3) amurensis CHKISTOPH, Bull. Soc. Nat. Mosc., p. 43 (1882).

燈翅共に純白色にして,灰 褐鱗を混 ず。 頭部は白色,前 頭は黄褐色を帯び,頭 頂には淡

黄褐色の長毛を被 る。複眼は黒繰色,鱒 角は白色,上 面には各節の先端に黒褐貼を有し,下

面には黄褐色の細毛を有す。下唇籔は白色にして僅かに黄褐色を帯ぶ。

胸部は白色にして褐色を帯ぶ。前肢は白色,基 節,腿 節,脛 節の内側は黒褐色。 中肢 も

白色,但 し腿節の内側は黒褐鱗を混じ,脛 節の内側,及 び先端,距 の上面は黒褐色。 後肢

2)高 橋(疏菜害蟲 各論P ・24区fig・141(1928))に フキ 挙 リハ となせ ど も從 來 か リバ とLて 呼 ば て

居 るを以 て フキ ト リバ とせ リ0

3)余 は直接 見 ざれ ば 不 明 な り。



潟,脛 節は内側は白色,先 端及び外側は暗褐なり。 脛節距は各内側は白色外側は曙褐色。

後肢は腿節は暗褐,内 側は白色を帯び,脛 節は白色,但 し基部より中央までの背面及び各

脛節距根,脛 節距は暗褐,附 節は自色なれとも第一,第 二節は暗褐色を呈す。

前,後 翅 並に縁毛は暗黒褐色。前翅は横脈上に)状 の白斑を装ひ翅室の中央 より梢基節に

近 く,白点 を有す。前片の前縁に於て基部,中 央部及び先端に近 く白斑を有す。之等の白斑

の部分より起る縁毛は何れも白色,前 片の後縁の中央 より稽外方に小白貼を有す。先端に近

き白斑の部分よりは 白色の縁毛を出す。 後片は後縁の中央,先 端に近 く各一個の白斑を有

す。後縁に於ては基部及び先端より稽基部に近き部分の縁毛は白色。前翅1こ於ては基部より

前縁に沿ひ前片の中央 より先端に至る部分に細長き白斑を粗生す。

後翅は暗黒色,中 片の後縁の中央に於ける縁毛は白色なり。

前翅及び後翅の裏面は表面と絡同様なるも,前 翅中室の中央に近 き小白点は之を飲き,後

翅の横脈上に白斑を有す。

腹部は晴黒1白 斑を混ず。腹部の基部の両側及び腹部下面は白色。

本種は非常に個体により大小の変化あり,一 般に雌は雄 より梢大なりc雌 雄10頭 宛の測

定の結果は次の如 し。 但し単位はmm・

雄

平均

最 大

最小

体長

s・12

5・70

4・50

翅 張

14・!0

16.oo

12.◎o

雌

鰹 長 翅 張

5・73

6.50

5・70

1 7・25

18.◎0

16.◎o

食 餌 食 物 。 未 詳 。

産 地 一 本 州:岐 阜(美 濃)16,20・vj・1919(竹 内).

九 州:九 重 山(豊 後)1δ,19・vii・1929(江 崎,藤 野 〕;組 母 山(豊 後)10δ6,19,31・vii.

1929〔 安 松 〕3英 彦 山(豊 前)1δ.20・viii・1903〔 江 崎 〕;曲 淵(筑 前)16,4・い1930

〔安 松 〕;香 椎(筑 前)1?,31・Vi・1929〔 堀 〕;犬 鳴 山(筑 前)1♂,14・vii・1829〔 堀 〕;

高 良 山(筑 後)16,11・い1930〔 長,江 崎,藤 野,橋 本,堀,武 谷,安 松 〕;19,26・い1929

〔江 崎,藤 野,橋 本,堀,松 尾,中 原 〕;若 杉 山(筑 前)19,1δ,12・い1929〔 堀 〕;1♀,36♂,

22・い1929〔 堀 〕;8δ ♂,13?9,28-29・い1939〔 長,橋 本,堀 〕;ig;9:vi・1929〔 武



1929〔 藤 野,堀 〕;1δ,7・vi・1929〔 橋 本,松 尾 〕、 若 杉 由(筑 前)6δ δ,16・い1929〔 江

崎,堀 〕;7δ δ,22・い1929〔 堀);1ε,28-29・い1930〔 長,橋 本,堀 〕;29♀,9・vi・

1929〔 武 谷 〕;16,26・iii・1929〔 江 崎
,藤 野,堀)平 尾(筑 前)1♂,17・い1929〔 江 崎,

堀,松 尾,中 原,武 谷,安 松 〕;19,21・い1930〔 長,江 崎,藤 野,堀,武 谷,安 松 〕・1δ,28・

vi・1930〔 長,藤 野,橋 本,武 谷,安 松 〕.福 岡(筑 前)16,1♀,4・い1930〔 武 谷 〕;16,21・

い1929(安 松 〕;1♀,16,22,v,1930〔 堀 〕;288,30・い1929〔 藤 野 〕;1♀,8・vi・1929

〔堀 〕・366,14・vi.1929〔 江 崎,橋 本,堀 〕1599',5δ6,7・vii・1930(堀 〕;29?,11・

vii・1929〔 堀 〕;2♀9,16・vii・1930〔 堀 〕;1δs16・viii,1923〔 堀 〕 ・

屋 久 島:栗 生,27・iい1929〔 竹 内〕.4'

分 布一 日本(北 海道,本 州,九 州,屋 久島);  Amurland.

尚 ほ野李氏(27)5)の 目録 には穫太.を も加へ られ たり。 之れ 凡 らく松村

博士(14)に 依 られた るもの なるべ し。松村 博士 は マダラ
o

トリバとして樺太 より記録 されたるも 同博士の最近 までの著書に依れば

之は明かにフジマメ トリバに當 るものなるぺ く,余 は暫 く除 くこととせ の。

の記載せし標本の は東京にして,の 探品に依れり。

BUTLER

" Solowiyofka"

" Solowivofka "

type locality

4/z1( ita 0(ij/ilia) 74lis BUTLER

F ENTON

シ ロ フ クロ ト リ バ'o (Tab. 9,  figs. 1, 2, Tab. 10, figs. 3, 4, 5)

Pselnot/zorus japonicus MARumo.

I'selnothorus ja/'onicus, MARtimo, Journ. Coll. Agric., Imp. Univ. Tokyo, vol. viii, no. 2, 

    p. 197, P1. 3, fig. 10 (1923). 
Hur.^ & 1Taw' , Mushi (Fukuoka), vol. iii, p. 9 (1930).

髄,翅 共に帯褐曙黒色にして白斑を装ふ。

頭部は暗黒色,僅 かに褐色を帯ぶ。背面は先端黒褐色の白色の粗毛を以て被はる。下唇嶺

は白色,暗 褐鱗を混ず。鰯角は上面は暗鳩にして各節に白輪を有すれさも中央より先端に至

る部分は殆んき暗褐色,下 面は鳩色の細 毛を密生す。複眼は黒色。

胸部は暗黒色,僅 かに褐色を帯ぶ。前肢は腿節,脛 節は暗褐,後 音は外側は白色,附 節は外

測は白色なれ曹も先端の二節は暗褐,内 側は暗褐にして基部は僅かに白色。中肢は腿節は暗

4)竹 内吉藏氏の好意に依り同氏の標本を榛する々得たり。

5)人 名の後1:記 せる括孤内の数字は参考文献 日録の番號な示ナo



鳩,脛 節は内側は白色,先 端及び外側は曙褐なり。 脛節距は各内側は白色外側は暗褐色◎

後肢は腿節は晴褐,内 側は白色を帯び,脛 節は白色,但 し基部より中央までの背面及び各

脛節距根,脛 節距は暗褐1附 節は白色なれ♂も第一,第 二節は暗褐色を呈す。

前,後 翅並に縁毛は暗黒褐色。前翅は横脈上に)状 の白斑を装ひ翅室の中央より梢基節に

近 く,白点 を有す。前片の前縁に於て基部,中 央部及び先端に近 く白斑を有す。之等の白斑

の部分より起 る縁毛は何れも白色,前 片の後縁の中央よの稽外方に小白貼を有す。先端に近

き白斑の部分よりは 白色の縁毛を出す。 後片は後縁の中央,先 端に近 く各一個の白斑を有

す。後縁に於ては基部及び先端 より稽基部に近き部分の縁毛は白色。前翅に於τは基部より

前縁に沿ひ前片の中央より先端に至る部分に細長き白斑を粗生す。

後翅は暗黒色,中 片の後縁の中央に於ける縁毛は白色なり。

前翅及び後翅の裏面は表面 と略同様なるも,前 翅中室の中央に近き小白点は之を欠 き,後

翅の横脈上に白斑を有す。

腹部は晴黒。白斑を混ず。腹部の基部の両側及び腹部下面は白色。

本種は非常に個体により大小の変化あり,一 般に雌は雄 より梢大なり。雌雄10頭 宛の測

定の結果は次の如し。 但し単位はmm・

雄 雌

髄 長 翅 張体 長 翅 張

2F均5。1214。105・73竃7σ25

最 大5・70:6・oo6・5018・ ◎o

最 小4・5012・oo5・7016・oo

食 餌 食 物 。 未 詳 。

産 地 一 本 州:岐 阜(美 濃)16,20・vi・1919〔 竹 内).

九 州:九 重 由(豊 後)1δ,19・vii・1929C・ir崎,藤 野 〕;祖母 山(豊 後)106δ,1♀,31・vii・

1929〔 安 松 〕;英 彦 山(豊 前)1δ.20・viii・1903〔 江 崎 〕;曲 淵(筑 前)13,4・い1930

〔安松 〕;香 椎(筑 前)1?,31・vi・1929〔 堀 〕;犬 鳴 山(筑 前)1δ,14・vii・1829〔 堀 〕;

高 良 山(筑 後)1♂,11・い1930〔 長,江 崎,藤 野,橋 本,堀,武 谷,安 松 〕;1♀,26・い1929

〔江 崎,藤 野,橋 本,堀,松 尾,中 原 〕;若 杉 山(筑前)1♀,1δ,12・い1929〔 堀 〕;1♀,36♂,

22・い1929〔 卿 ・866,13♀9,28-29・い1939〔 長,橋 本,卿;19;9,vi.1929Cec



谷 〕13δ6,26'viii・1929し 江 崎,藤 野,堀 〕;2δ δ,28・ix・1930〔 武 谷 〕・

躍 久 島:安 房 ・一船 行,B,7・viii・1929〔 堀 〕.

種 子 島:野 間,11・14・vi・1919〔 丸 毛 氏(7)に 依 る〕o

分 布 一一 旧本(本 州,九 州,種 子 島,屋 久 島)。

本 種 のtypelocalityは 種 子 島 に して,丸 毛 博 士 の 探 品 な り。

フ ジ マ メ ト リ バ 震(新 稻i)◎

 Sphenarches MEYRICK.

Sphenarches MEYRICK, Trans. Ente Soc. Lond,, i) 8 (1886). (Haplotype: synophrys 

     MEYRICK = caf fer ZEI.LER); 

   MEYRICK, Gen. Ins., C, p. 6 (1910). 

MKYRICK, WAGNER'S Lep. Cat., pars 17, p. 5 (1913). 

NOIIIRA, Ent. Mag. (Kyoto), vol, iii, Pt, 2, p, 70 (1917), 

Sphenarchis Tull', Ent, Rec,, vol, xvii, p, 36 (19051 (New Name for Sphenarches 

MEYRICK).

(18)の 原 記載には不完 全なる虜 あ り。其後 同氏 自身(22)訂 正 を加 へ しも両 ほ

充分 ならず。 野平 氏(28)は 氏 の標本 と一致せ ざることを指摘せ られ しも,其 當時 野李氏の

標本は別種 として取扱はれ しため訂正せ られ ざ りき。

特 徴・前頭には毛塊 な く,単 眼を鋏 く。下唇頻 は可な り長 く,上 向 し,第 二節下 面の鱗片

は僅 かに突出 し,末 節長 く稽尖 る。 脛節距根 は鱗粉 にて太 まる。 前翅二分 し,中 央 より分

る。II,IVは 柄 を有 し,III,IVも ・亦柄を有 し,(原 記載 にはIIIを欠 くとせ り。)V,VI

甚 だ短 か く,VIIは 室 角の下 方 より出で長 し。VIII,IXは 柄 を有 し,X,XIは 柄 を有す

るか含一す。

後翅三分 し,第 三枝は後縁 の縁毛中 に黒鱗塊を有す。IIは 中央 に近 く出で,IIIIVは 柄

を有 す(はIIIを 鉄 くとなす)。V,VI甚 だ 短 か く,VIIは 第 一 枝 の 先 端 に

至 る。

世界 に二種産 し,内 一種本邦 に産 す。OxptPtilt`sに 近 縁 な り。

M  EYR ICK

M EYRICK

フ ジ マ メ トリ バo (Tab. 9, figs. 5,  6  ; Tab. 10 .figs. 6, 7, 8)

(・マ グ ラ ト リ2N")o

 S  phenarches ca f f er (ZELLER )

Oxypt-lus caf fer ZELLEK, Linn, Ent„ vi, p, 348 (1852), 

WAISINGHAM, Trans, Ent, Soc, L,ond„ p, 279 (1881),



 Spheuarches caller FLENCHER, Spol. Zeyl., vi, 21, t, E,, f, 8, 10, t, F. f. 1 (1909), 

MEvRieK, Gen, Ins„ C, p, 6, f. 3 (1910). 

Id., WAGNER'S Lep, Cat„ pars 17, p, 5 (1913). 

NC^HIKA,Ent, Mag. (Kyoto). vol, ii, no. 1, p. 37 (1916). 

FLECHER, Trans. Ent, Soc, Lond., 1925, p. 609 (1926), 
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頭部,胸 部は黄褐乃翌褐色、.肩板の後紛は黄白色、下唇嶺は黄色にして,第 一節の究端σ)

背面及び側面,第 二節及び第三節下面の基部及び先端に近き部分には黒褐鱗を有す。複眼は

黒色父は暗褐色。触角 は暗褐にして蹟白鱗を被 り…見輪状に見ゆれずもノ白鱗は縦に連続 し

て縦縞をなし,、基節は黄白,内 側に暗褐の縦條を有す。

前肢は基蔀は黒褐色にして僅かに黄白鱗を混じ,腿 節は内側は黒色,慕 部より先端 まで白

色の縦條を装ひ,外 側は黄白色。脛節は後方は黄白,前 方は黒色にして,基 部には黄白の縦

條を有す。 鮒節は黄白色,前 方には黒色の縦線を有す。 中肢は黄白,内 側に黒色の二條縦



走し,脛 節は外方は 黄白,中 央に黒色の縦條を有 し,内 側は黒色,先 端も黒色。脛節距根

は黒褐色,距 の内方は黒色にして外方は黄白色を呈す。鮒節は基部は黄白,中 央より先端

までは黄褐,下 面には暗褐縦走す。後肢は腿節,脛 節は黄自,脛 節の 轟の虜 及び各脛節距

根は黒褐,距 は前方は何れも黒褐,後 方は黄白,但 し中央距の内側に存するものは基部牛

分は後方も黒褐色を呈す。 脛節の上面基部より 呈までは褐色を帯ぶ。 附節は 帯褐黄白色,

上面に於ては第一4節の基部及び先端は暗褐,其 他0)各節σ)基部は暗褐色な り。

前翅は中央より稽基部に近 きところにて二分し,前 片は殆んと個 じ幅にして先端に於て次

第に細 くなり,後 片は次第に太 くなり,先 端に近 く最 も廣 く,後 縁は彎曲 しτ翅端は細 くな

る。黄褐色な り。 前縁は暗褐鱗 と白鱗 とを混ず。 基部に近 く一・黒点 を有し,翅 室の §位の

虜にも黒点を有す。 横脈上に二黒点 を有す。前片1/3の 部分に黄白帯を有し,前 縁に於ては

幅挾 く後縁に於ては幅廣 し。 尋の部分にも斜o冠竃白帯を有す。 之等は後片に於ても認 める

事を得。後片の先端に近き穂曲せる部分は黒線に依 りて縁取 らる。前縁の縁毛は曙褐色,廻

し黄白帯の部分のものは黄白色なの。前片の先端の縁毛は白色,そ の前方は暗褐色なり。其

他の縁毛は褐色を帯べる澄黄色,後 縁に於ては縁{…中に黒褐色の鱗片を混ずれきも,二 黄白

帯の部分には白色の鱗片を混ず。先端に近 く黒点を有す。後片は帯褐橙黄色。前縁には中央

位及び先端に近 く黒掲鱗を混ず。郎 ら黄白帯の部分の縁毛中には黒褐鱗を混ぜず黄白鱗を混

ず。先端より後方t:tltつる縁毛は暗褐色を呈し,彎曲 せる後縁の部分の縁毛は暗褐色にして

基部のみ橙黄色なり。後縁二黄白帯間の縁毛は暗褐色にして黒編鱗を混じ,燈 黄色の縁毛中

には黄白鱗を混ず。前翅後繰の中央に近 く縁毛中に数個σ)黒褐鱗を有す。前翅基部に近き後

縁は殆んさ白色を呈す。 後翅は三分し,第 一は 愚より,第 三枝は基部に近 く分岐 し各片は

線状に細 し。暗褐色を呈し,第 三片は中央 より基部に向ひ次第に源 くなり僅かに淡褐色を帯

べる白色◎縁毛は灰褐色を帯べる橙黄色,但 し中片の中央の総毛は鐙黄色な り。第三片の前

縁には基部より先端 まで 縁毛中に黒褐鱗を有 し,葦 より先端に棄るまでの ものが 最も大な

り。後縁 芽迄には縁毛中に細長き白鱗を混じ,其 間に黒鱗を混 ず。叉 §の虎に大なる黒鱗

塊を有 し叉先端に小黒鱗塊を有す。

腹部は淡黄褐色にして白鱗を混じ・背面に暗褐色の縦條を有 し。各節の後方に於τ幅廣 く,

叉背側面に斜の暗褐帯を有 し,之 れは中央より後方に於て太 く顯著なり。腹面は暗褐色にし

て黄白斑を有す。

測 定。 雌雄各1り 頭宛の測定の結果は訳表の如 し。単位 はmm・



雄i雌

膿 長 翅 張 髄 長 翅 張

2F均6・43置6・287・2317・05

最 大7.5017・508・2518・50

最tJ、5。5014.506.2514・75

食 餌 植 物 。 本 邦 に 於 て は 名 和 氏(29)に 依 り フ ジ マ メ の 害 贔 と し て,叉 武 内 氏(33)

は1ン グ ン マ メ の 害虫 と し て 報 じ,最 近 高 橋 氏(32)に よ りユ フ ガ ホ を も 食 す る こ と を 報 ぜ

られ た り。 外 國 に 於 て は(3)は 印 度 に 於 て フ ジ マ メ,ヘ ウ タ ン其 他 の 害 贔 た る こ

とを 報 ぜ り。

産 地 本 州:小 郡(周 防)1δ,15・xi・1930〔 堀 〕.

W馬 ・嚴 原 ・4δ §,29・i・ ・1930〔 藤 野 ・堀 〕・

九 州:平 山(筑 前)1♀,13・x・1930〔 江 崎,堀 〕;福 岡(筑 前)19,30・い192〔 藤 野 〕;

1♀,15・vii・1929〔 堀 〕;16,6・Viii・1929〔 栗 崎 〕;16
,8・viii・1930〔 隼 瀬 〕;2δ δ,

7♀ ♀
,22-24・ ・iii・1929〔 堀 〕・1♀,1・i・ ・1930〔 隼 瀬 〕;31♂ δ,55♀ ♀,5-30・i・ ・

1929-・一一・30〔 堀 〕;56δ
,10♀ ♀,3・x・1930〔 堀 〕;16,1?,9・x・1930〔 堀}.

分 布 一一 日本 〔樺 太6♪(松 村)～ 北 海 道(松 村),本 州,四 國(武 内),九 州,対

馬,肇 湾P(野 李)〕;中 部 及 び 南 部);(南 部);

'

の記載せし標本の は の 産なり。

 FLETCHER

Africa India Ceylon ; Burma ;

Java ; Sumatra ; Philippines ; New Guinea ; Australia ; New Hebrides ; Tongas ;

Seychelles ; Mauritius ; W. Indies.

ZELLER type locality Abyssinia Kafferland

6)松 村博士(r4)に 依り マダラトリバ"と して樺太

より記録されたるものは本種なるぺ しo然 れ こも其後同博士は フジマ'"grtの 分布咳城に棒太

も入れられざるに如何なる理由なるか判然せす。野李博=ヒ(27)は松村博士に從ひ棒太を挙げ られ

しなるべ し。 舩何博士が な挙げ られたるに賞に7ジ マ'ト サパの産地にあらずして,

BUTLERフ キ かりrtの産地に鴬るものなるべto Pselnophorus zniis

" Alucita (Aciptilia) vilis BUTLER

Siberia

(Solowiynfka)
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STUDIES ON THE JAPANESE PTEROPHORIDAE 

  (I) On the genera Pselnophorus and Sphenarches

(Resume) 

Hiroshi HORI

   The present paper is a part of my studies on the Japanese Pterophoridae, 

and three species belonging to the genera Pselnophorus and Sphenarches are 

revised and redescribed in it. According to my careful examination, one of these 

species, Sphenarches caffer ZELLER, has hitherto been apparently misidentified as 
" Alucita _ vilis " by many Japanese authors. The discussion given in the present 

paper is summarized in the following list.



                Genus  Pselnophorus WALLENGREN. (1881) 
Two species occur in Japan. 

1. Pselnophorus vat's BUTLER, nec MATSUMURA et auct. 

Habitat : Hokkaido, Honshu, Kyushu, Yakushima. 

Food plants : Ligularia Tussilagineana, BURM., Petasites joponica, Mlo,. 
                 2. Pselnophorus japonicus MARUMO. 

Habitat : Honshu, Kyushu, Yakushima, Tanegashima. 
Originally described by MARUMO from Tanegashima. 

Food plant :~ Unknown. , 
                Genus Spllenarches MEYRICK. (1886) 

   According to MEYRICK'S original description (18) the vein III in the fore-
wings is absent, but in reality, the veins III and IV are stalked as stated by 

himself afterwards [MEYRICK (22)]. Also in the hind-wings the vein III is pre-
sent, but " not absent " as stated by MEYRICK (18, 22), here the veins III and 

IV are again stalked, as stated by NOHIRA (28). 
                A single species is known to occur in Japan. 

Sphenarches ca jfer ZELLER. 
       = Alucita (Aciptilia) vilis MATSUMURA ( 1 1 , 12, I 3, 14, 15, 16, 17), 

            MARUMO (8), TAKAHASIII (32) etc., nec BUTLER. syn. nov. 
Habitat : I-Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kyushu, Tsushima, " Formosa? " (Accord-

   ing to NOII IRA). 

Food plants : Dolichos Lablab, L., Pllaseolus vulgaris, L., Lagenaria vulgaris, SER. 
    forma.



圖 版 解 読

第 九 圖 版

第 一圖 ・ Pselnophiorus  japonicus MARUMO. シ ロ フ ク ロ ト サ バ ・ ♀・

第 二圖 ・ 同 上,脈 相 ・

第 三圖 ・ Pselnnpholus vilis BUTLER. フ キ ト リバ 。 δ ・

第 四 圖 ・ 同 上,脈 相.

第 五圖 ・ Sfihenarciccs  €ajer ZELLER. フ ジ マ メ ト リパ ・ ♀・

第 六 圖 ・ 同 上,脈'相 ・

第 十 圖 版

Male genitalia.

第 一 圖 ・

雄 交 尾 器・

 Pselnophorus vilis BUTLER. フ キ ト リバ ・

第二圖 ・ 同 上,側 面 ・

第 三圖 ・ Pselnophoius japonicas MARUMO. ミソロ フ ク ロ ト リパ・

第 四圖 ・ 同 上,背 面・

第 五圖 ・ 同 上 ・ 側 面・

第 六 圖 ・ Sphenarches ca er ZELLER. 7ジ マ メ.ト1)バ ・

第 七圖 ・ 同 上,側 面 ・

第 八圖 ・ 同 上,背 面 ・



學藝雑誌第四巻,  Bultenn Scienca Vol. 4 第九圖版, Tab. 9

募11:,〔 も ヨヨ 蛇尭 矛斗  Iloxi : Pternphoridae



學藝雑誌 第四魯, Bulteno Scienca Vol. 4 第+圖 版, Tab.  10

堀:烏 羽 蛾 科  ~Iotu : Pterophoridae


